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14 

人

生

の

意

義

及

mw

償

値

脱
却
し
そ
れ
以
上
に
混
ん
で
ゐ
る
所
が
あ
る
わ
の
殺
身
潟
仁
と
一
五
ふ
や
う
な
乙
と
は
決
し
て

一一一ヱハ

功
利
の
潟
め
の
故
で
は
な
い
自
然
主
義
で
は
如
何
に
之
を
理
解
し
詐
俄
せ
ゃ
う
と
す
る
の
で

あ
る
わ
叉
一
方
を
見
る
と
勤
労
に
於
い
て
宅
喰
の
自
我
と
一
五
ふ
が
も
の
が
解
除
コ
れ
つ
つ
あ
る

勿
論
動
停
は
生
存
の
維
持
7

乙
密
接
な
閥
係
を
有
ず
る
替
の
で
生
活
に
何
一
等
か
佼
に
立
つ
が
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
然
か
し
勤
労
が
其
れ
自
身
目
的
と
な

b
功
利
と
云
ふ
ゃ
う

な
念
の
忘
れ
ら
れ
て
了
う
仁
非
歩
ん
ば
大
な
る
事
を
成
し
遂
げ
る
乙
と
は
出
来
ぬ
而
し
て
功

利
の
努
力
が
大
な
る
場
所
を
占
め
て
ゐ
る

i
云
は
れ
て
ゐ
る
近
代
に
於
い
て
活
共
の
創
造
の

中
必
に
在
つ
て
は
功
利
の
努
力
を
去
る
乙
と
設
し
と
云
は
含
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
科
卒
反
ぴ

惑
術
に
於
い
て
然
J
9
政
治
的
及
び
経
絡
的
生
活
に
於
い
て
号
、
ま
北
然
よ
ツ
で
み
る

要
す
る
に
自
然
主
義
は
排
斥
す
ぺ
を
唱
の
で
あ
る

3
Aノ
と
て
自
然
仁
訴
ふ
る
ζ

ー
に
の
重
要
な

る
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
可
見
的
自
然
な
る
替
の
は
吾
人
の
本
質
の
み
'
な
ら
安
吾
人
の
生
活
に

宅
非
常
な
関
係
を
有
っ
て
来
る
乙
と
と
な
っ
た
喰
自
然
主
義
の
や
う
仁
自
然
を
鯨
ナ
ペ
か

ち

ぎ
る
の
み

r

で
あ
る

(
未
完
)

二 JJiJL4・~.~:?t ふ.

r~・

!Iι 

土
日
拘置

新

文

感
J

の

競:

. 
、.、

馬

場

孤

蝶

新
装
術
の
根
擦
は
、
大
健
に
於
て
、
航
に
説
明
し
悲
く

3
れ
・
、
新
装
術
の
、
少
く
と
唱
傾
向
を
表
現

せ
る
作
品
の
、
見
る
仁
足
る
ぺ
を
唱
の
、
防
に
世
に
現
は
れ
北
る
乙
と
少
な
か
ら
な
る
仁
拘
は
ら

ポ
J

、
命
、
近
時
の
・
究
患
は
、
不
健
全
の
丈
率
、
随
一
務
の
女
尽
な
る
が
故
仁
、
排
け
か
」
る
ぺ
が
ち
?
と
唱
ふ

る
獲
の
、
一
部
人
士
の
向
に
問
ゆ
る
は
、
甚
だ
遺
械
な
る
と
と
な
1
9
0

思
ふ
に
、
斯
の
v

加
を
人
士
除
、

古
を
究
阜
、
印
も
、
況
口
人
と
境
問
地
及
び
芯
認
を
異
に
せ
る
人
々
が
、
五
口
人
と
境
遇
及
び
思
想
を
異
に

せ
る
人
々
に
訴
へ
ん
が
潟
に
作
1
9
北
る
支
障

e

を
標
準
と
し
本
捺
と
し
て
、
現
代
交
惑
を
批
剣
せ

15 

ん
と
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

を
、
以
て
、
之
を
考
ふ
る
時
は
、
そ
の
所
設
に
…
底
の
同
組
加
を
表
す
る
は
敢
て
至
難
な
ら
?
と
雌
号
、

3
る
人
々
が
、
丈
島
-
と
は
斯
の
如
く
な
ら
合
る
べ
か
ち
歩
、
印
ち
、
実
感
は
、
如
何
な
る
時
代
に
於
て

替
、
必
ら
や
ノ
前
代
の
女
率
的
思
都
及
ぴ
傾
向
を
み
{
然
様
承
せ
含
る
べ
か
ら
?
と
の
見
地
に
立
ち

同一一一七

コ
一
れ
ば
、
五
口
人
に
し
て
、
俄

b
に
3
る
人
々
と
阿
立
脚
地
仁
身
を
拾

4 〆円 t.l.-fl"....r-_，... 
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齢
制
女
壊
の
嫌

て
、
如
上
の
読
を
な
せ
る
苦
の
と
せ
ば
、
吾
人
は
、
3
る
見
解
に
艶
し
・
て
は
、
大
に
異
議
無
く
ん
ば
あ

ご
ニ
八

ち布、
C

る
な
よ
y
。

一
台
・
人
は
、
3
る
人
士
に
先
づ
問
は
む
。

諸
君
は
、
疑
若
無
く
、
諸
般
の
皐
術
工
業
等
が
、
究
明
の
滋

歩
に
件
な
ぴ
、
次
第
に
滋
歩
し
行
く
を
認
め
ら
る
t
h

な
ら
ん
に
、
人
間
の
思
惣
の
み
は
、
少
し
宅
縫

ま
歩
、
少
く
と
宅
少
し
宅
態
化
せ
含
る
唱
の
と
な
す
が
α

う
て
進
む
が
も
の
と
な
す
を
得
ぺ
-
く
ん
ば
、
今
日
苦
肉
問
、
そ
の
進
歩
の
道
徳
に
あ
る
唱
の
と
見
倣
す

若
し
、
人
間
の
思
想
に
し
て
、
時
代
を
逐

を
穏
営
る
す
。

徒
ら
に
、
過
去
を
過
去
を
と
鍛
よ
り
行
か
ん
に
は
、
会
〈
際
限
無
を
乙
と
な
る
べ
く
、

五
日
人
以
、
窓
に
、
記
録
に
残
れ
る
最
古
の
交
感
以
外
の
替
の
は
、
悉
く
乙
れ
を
排
け
公
る
べ

h
U
6
F

る
に
至
る
ぺ
し
。

否
、
或
は
、
注
ま
で
な
ら
?
と
す
る
号
、
希
勝
、
経
一
馬
の
古
実
感
の
み
企
以
て
、
満
足

乙
ほ
、
僚
全
F
9
に
偏
狭
な
る
思
想
に
は
あ
ら
含
る
か
。

せ
念
る
べ
か
ら
芯
る
に
至
る
ぺ
を
な
1
9
0

然
る
仁
、
若
し
、
諸
君
の
所
懐
は
、
希
附
側
、
一
緒
烏
以
後
の
成
る
時
代
の
実
感
若
く
は
或
る
作
家
を
特
に

指
思
し
て
以
て
乙
れ
を
標
準
と
す
る
に
あ
AJ
と
せ
ば
、
そ
は
、
実
感
仁
於
て
.
が
も
何
等
か
の
縫
歩
者

〈
は
幾
化
を
容
認
せ
る
乙
と
と
な
る
を
以
て
、
五
日
人
は
、
諸
君
に
濁
し
、
何
ぞ
今
一
歩
を
縫
め
て
、
現

代
の
究
一
昭
電
亦
-
実
感
混
歩
史
上
相
-
嘗
の
位
置
を
占
め
得
ぺ
を
宅
の
な
る
乙
と
を
容
認
せ
な
ふ
、

r;:，‘、

と
勧
告
せ
む
と
欲
ず
。

奇
人
人
類
は
、
同
時
代
の
者
と
雌
母
、
悉
く
皆
、
同
一
一

の
戚
情
の
皮
を
有
し
、
同
一

の
綴
脱
を
有
ず

る
唱
の
に
あ
ら
み
yo

隠
っ
て
、
広
口
人
は
、
各
人
そ
の
思
想
に
於
て
多
少
相
異
る
と
乙
ろ
無
か
る
べ

わ
ら
ポ
/
。

而
る
に
、
現
代
究
壊
を
児
阻
ず
る
人
士
は
、
躍
に
、
自
家
の
決
し
て
演
が
る
ま

b
く
見
ゆ

る
減
見
識
は
川
山
総
を
本
按
と
し
て
、
自
家
の
所
好
に
の
み

f

偏
し
て
、
褒
庇
の
・
意
見
を
接
表
せ
ら
る

日
足
れ
、
五
日
人
に
取
A
ツ
、
て
は
、
極
め
て
迷
戒
の
乙
と
食
ら
安
ん
ば
あ
ら
歩
。

る
が
如
く
な
よ
リ
。

脅
人

は
、
審
術
の
諸
主
義
は
皆
均
等
の
継
利
を
有
す
る
宅
の
な
る
を
認

U
る
に
容
な
ら
合
れ
ど
号
、
普

人
自
身
は
、
現
代
人
に
し
て
、
現
代
的
思
認
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
仁
、
現
代
閉
山
認
の
最
も
願
者

仁
現
は
れ
北
る
現
代
実
感
を
喜
ば
迎
ふ
る
は
‘
自
然
の
班
な
ら
ホ
ノ
や
。

現
代
の
究
的
ゅ
は
、
決
し
て
、

滋
去
の
究
明
、
過
去
の
思
訟
を
根
批
と
し
て
、
時

積
子
無
く
し
て
生

b
北
る
車
木
に
は
あ
ら
ホ

J
J

作
を
浴
び
て
、
此
に
歪

b
花
る
分
も
の
な
よ
リ
。

3
れ
ば
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
究
明
の
趨
勢
、
思
惣
の

湖
読
を
迎
併
し
得
る
人
士
な
ら
ん
に
は
、
現
代
実
感
の
存
在
斑
由
は
、
少
一
く
と
唱
認
め
得
ら
れ
ず

る
理
由
無
わ
る
べ
を
な
t
り。

17 

現
代
究
感
を
排
ず
る
人
士
の
目
的
恐
ら
く
は
、
所
謂
中
正
趣
味
、
中

E
道
念
の
餓
吹
に
あ
ら
ん

新

究

事

の

鰭

ご
口
九

一、k

、帰



新
実
感
の
.
鱒

一問。
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邸
ち
、
中
一
五
の
趣
味
、
中
庄
の
滋
念
に
反
す
る
-
習
の
を
、
不
能
み
で
と
し
、
崎
一
…
落
せ
る
唱
の
と
潟
し
、

現
代
交
感
は
h
v
h

る
反
中
正
の
蹴
味
わ
k
h

る
反
中
庄
の
滋
念
を
表
現
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、

極
力
之
を
排
す
べ
し
と
い
ふ
仁
あ
ら
ん
か
。

然
れ
ど
も
、
試
に
忠
ヘ
、
中
圧
の
恕
味
、
中
正
の
道
念

会
館
の
上
よ
y

り
し
て
、
之
を
見
ん
か
、
斯
る
中
正
越
除
、
中
正
滋
念

J-
以
、
仰
を
以
て
定
む
べ
を
か
。

は
、
時
代
に
依
'hJ
場
合
仁
従
臼
、
多
く
の
異
動
あ
る
唱
の
な

bo

と
は
総
史
上
容
易
に
督
問
せ
ら

れ
得
べ
を
乙
と
な
ら
ー
ポ
ノ
や
。

問
よ

ιッ
、
吾
人
は
、
英
個
に
高
代
…
を
貫
く
中
-
E
艦
味
、
中
疋
滋
念
の
践

大
る
存
在
を
否
む
唱
の
仁
拡
非
な
れ
ど
号
、
期
る
敵
味
及
ぴ
滋
念
は
、
共
通
の
性
質
を
有
ナ
る
"
も

の
に
し
て
、
会
く
根
抵
的
の
る
の
な
る
が
故
に
、
決
し
て
、
各
時
代
の
・
実
感
の
諸
主
義
若
く
は
色
彩

に
、
一
見
し
て
明
硲
な
る
が
如
を
特
異
の
影
響
を
災
ぽ
ず
る
の
に
非
歩
。
邸
も
、
斯
る
寓
代
的
鰍

味
及
び
道
念
は
、
大
抵
、
出
・
流
の
殺
育
あ
る
人
士
は
、
之
を
有
す
る
が
も
の
に
し
て
-
如
何
な
る
場
合
を

問
は
ホ
ノ
、
奇
人
の
思
想
の
根
抵
に
於
て
は
績
は
る
替
の
な
れ
ど
号
、
そ
の
外
問
に
説
は
れ
て
吾
人

を
し
て
活
動
せ
し
む
る
際
に
あ

b
て
は
、
寓
人
一
様
な
る
方
向
若
く
は
色
調
を
帯
ぴ
し
む
る
号

' . . 

の
仁
は
非
相
、
C

る
な
λ
ツ。

と
れ
、
奇
人
は
、
新
わ
る
原
始
的
の
議
念
及
び
趣
味
の
み
仁
悶
E

り
て
は
生

を
符
ら
れ
含
る
宅
の
仁
し
て
、
必
ら
安
、
時
代
、
一
境
遇
、
気
分
等
の
比
較
上
一
一
時
的
な
る
見
も
の
の
影
響

'、

、、

‘ 

を
受
け
も
・
C

る
べ
か
ら
な
る
唱
の
な
れ
ば
な
F

九

念
の
設
定
以
、
甚
だ
悶
難
な
る
と
と
な
る
の
み
な
ら
歩
、
依
一
F
9
仁
、
乙
れ
を
立
て
得
る
と
す
る
号
、
巡

っ
て
、
偏
狭
な
る
も
の
に
昭
る
の
虞
み
る
を
見
る
な

bo

此
の
故
仁
、
吾
人
は
、
所
一
部
る
中
正
艇
除
、
中
正
滋

号]-

人
の
見
る
所

ぶ二

依

れ

ば

丈
l切

の
費

!協
は
人

!尚
を
.._，. 

綾 て

線内
な商

る的
反f: ~二
合多

現様
象な
をり

以し
てめ

刺能
!;汲ふ
~ 町 !日ミ

'
久
側
人
に
少
く
と
も
思
殺
の
自
由
を
絞
る
す
仁
ゐ
'
り
。

M
V
、
個
人
之
し
て
刻
々
解
決
せ
ぎ
る
べ
か
ら
含
る
多
穫
の
問
題
の
眼
前
仁
灼
集
し
来
る
聞
に
立

十
一
し
め
ら
れ
、
…
印
私
官
、
個
悠
を
有
し
個
性
を
部
以
降
ず
み
を
容
る

3
れ
・
?
と
せ
ば
、
所
制
る
究
明
の

利
搬
な
る
る
の
、
世
人
と
何
の
係
・
'
り
あ
ら
む
や
。

ん
と
す
る
に
は
あ
ら
ヂ
。

数
百
の
目
的
は
、
一
台
人
を
間
以
て
平
凡
兆
し
去
ら

必
ら
み
ア
や
、
個
性

k
築
を
、
個
恕
を
透
く
る
慈
磁
を
据
印
刷
m

る
稀
な
ら
公

故
に
、
斯
か
る
究
明
の
港
歩
、
滋
育
の
結
果
仁
従
ぴ
、
特
一
人
の
個
性
は
ま
ず

ま
ず
そ
の
特
調
を
明
に
す
る
わ
L
E
皆
?
に
な
す
を
以
て
、
斯
く
談
反
し
来
る
特
間
決
の
個
性
の
殺
説

な
る
一
明
の
惑
術
が
、
組
一
々
な
る
特
異
の
色
調
配
帯
び
京
市
党
る
は
、
悲
母
背
誠
に
非
歩
。

同
法
(
彩
ゐ

る
可
が
ら
も
じ
る
な
1

り。

る
実
感
の
出
現
何
ぞ
危
ぶ
ひ
に
n
A
ら
ん
や
。

18 

倒
想
の
設
現
を
容
る
す
に
非
ヂ
ん
ば
、
い
か
で
、
世
漣
の
典
、
際
在
期
し
符
ひ
。

現
設
の
世
界
に

新
京
撃
の
例
制

一
一
間
]



、一

、

新
実
感
、
の
融
制

四

20 

於
℃
ず
ら
、
物
質
的
の
事
業
反
ば
之
と
直
接
関
係
を
有
ず
る
事
業
仁
繋
が
る
夜
明
及
ば
改
・
降
、
の

如
を
は
、
悉
く
皆
、
人
聞
の
個
性
及
ぴ
鰐
想
議
回
仰
の
結
果
な
ら
み
ア
や
。
ま
し
て
、
伎
一
象
の
世
界
に
綿

動
を
求
ひ
る
惑
術
、
就
中
、
実
感
に
あ
J

り
て
は
、
各
人
の
個
性
、
倒
認
の
飽
く
ま
で
自
由
な
る
援
助
&

容
る
ず
-
号
、
何
の
危
険
わ
み
ら
む
。

寧
ろ
、
新
わ
る
議
動
を
容
る
ず
を
以
て
庄
一
遊
と
す
べ
を
な

b
。

否
々
、
斯
か
る
滋
動
を
抑
勝
一
せ
ん
と
す
る
危
険
は
返
っ
て
云
ふ
べ
か
ら
か
』
吋

'oeの
あ
る
な

bo

婆
術
は
、
五
日
人
の
胸
底
に
燃
ゆ
る
活
火
に
封
ず
る
蹟
火
口
に
し
て
安
金
術
な
ん
河
期
わ
る
踊
火

口
を
塞
ぎ
、
期
か
る
安
企
郷
を
対

b
、
以
て
、
活
火
相
ゆ
み
、
随
短
金
く
絶
え
、
党
よ
り
と
安
p
ル
ヂ
ツ
心
唱
の
あ

ち
ば
、
そ
の
人
や
、
会
く
、
導
火
線
に
紡
火
せ
る
爆
烈
持
上
に
知
ら
や
ノ
し
て
坐
す
る
お
と
何
の
探
ん
か

所
ぞ
。
而
が
も
、
如
何
な
る
思
認
な

6
7乙
弘
、
如
何
な
る
主
義
な
y

り
と
号
、
そ
の
取
ら
れ
て
務
術
の

盤
上
に
盛
ら
る
、
に
蛍
?
り
て
い
料
、
そ
れ
等
の
忠
部
及
ぴ
主
義
が
思
に
資
行
の
問
題
と
し
て
拠
出

せ
ら
る
、
時
よ
I

り
は
、
そ
の
m
公
衆
に
奥
ふ
る
戚
動
、
愛
に
間
援
に
し
で
、
叉
比
般
的
平
稔
な
る
が
も
の

然
政
者
は
、
義
術
の
白
由
を
容
認
す
る
を
得
策
と
す
。

1J: 

凡
そ
、
或
る
時
代
の
宗
教
及
び
道
徳
は
、
そ
の

i

根
応
大
る
永
還
の
分
γ
?
を
包
む
に
、
そ
の
時
代
限

2
9
の
必
要
を
充
、
K
3
ん
が
鴻
に
生

b
北
る
分
子
を
以
て

L
大
る
が
も
の
な
F90

一
両
し
て
、
そ
の
時

， ~，/ ，f，':' 't'~;:1:~ 
-一日、 υ、…どへ ‘去 、λtZ、
ム」← :iIi{ff{ll，がh ・

旬、E遁 λ?

l 守"

事
事f;'

代
は
滋
ぎ
、
そ
の
必
~
袈
は
止
む
と
雌
弘
、
前
代
の
宗
説
、
前
代
の
滋
徳
の
う
も
に
合
ま
れ
花
る
一
時

代
的
分
子
は
、
直
ち
に
齢
去
し
去
る
が
も
の
に
は
非
ヂ
し
て
、
そ
の
}
大
ぴ
得
、
北
ゐ
様
戚
は
、
備
、
そ
の

斯
の
如
登
場
A
q

に
あ
よ
り
て
、
前
代
よ
よ
り
引
総
を
て
生
存

情
勢
じ
悶
f

り
て
残
存
す
る
唱
の
な
t
り。

せ
る
人
々
は
真
に
宅
一
五
は
ホ
ノ
、
他
人
の
必
を
以
て
思
考
し
、
他
人
の
限
を
以
て
税
療
す
る
と
一
五
ふ

が
如
丸
芝
、
獅
立
の
芯
想
無
く
、
初
立
の
眼
識
無
九
百
人
々
は
、
朽
腐
化
廷
を
宗
滋
及
び
道
徳
に
、
何
等
の

疑
念
を
挑
む
乙
と
然
く
、
乙
れ
を
移
認
し
て
住
む
パ
ム
乙
ろ
無
わ
る
べ
し
と
雌
弘
、
調
虫
の
ぷ
恕
、
調

立
の
眼
識
に
加
ふ
る
仁
、
物
一
の
弊
所
の
何
彪
仁
あ
る
か
を
確
ひ
る
に
先
、
だ
お
そ
の
存
在
を
戚
得

す
る
と
い
ふ
が
'
知
念
総
め
て
鋭
敏
な
る
戚
魔
力
を
備
ふ
る
人
々
じ
あ
t
り
て
は
、
そ
の
胸
惚
仁
生

・JF
る
唱
の
は
-
懐
疑
よ
し
煩
悶
な
汁
ハ
ノ
。
人
は
、
皆
、
斯
の
如
を
懐
疑
と
煩
悶
ょ

b
談
結
し
て
、
解
決
の
大

路
仁
向
ふ
"
も
の
な
ら
と
す

uω
も
、
期
わ
る
懐
疑
と
煩
悶
拡
、
個
性
議
肢
の
結
果
な
る
と
同
時
じ
、

叉
、
個
性
の
務
効
仁
川
町
く
べ
か
ら
才
る
効
力
な
よ
リ
。

生
b
来
る
乙
と
無
く
ん
ば
、
不
用
の
制
皮
の
破
壊

3
る
乙
と
到
底
あ
る
べ
か
ら
歩
、
替
訟
の
忠
松

の
一
見
め
ち
る
、
乙
之
常
久
仁
あ
ら
な
る
べ
き
な
t

り
。
故
に
ー
祉
舎
の
混
歩
の
疲
な
ら
ん
を
欲
叫
に

ば
、
斯
の
如
き
懐
疑
と
煩
問
を
排
く
べ
か
ち
立
る
は
論
無
を
所
な
'
'
り
。
然
る
仁
、
直
認
を
基
礎
と

個
人
の
胸
畑
山
仁
、
期
一
の
如
を
懐
疑

ι煩
悶
の

21 

新
交
問
中
の
様

一回一一一



新

実

喰

の

織

日
間
四

.)・A
~..J 

じ
、
戚
胤
却
を
根
操
t
ζ

ず
る
誕
百
術
な
る
唱
の
が
よ
時
代
の
弊
所
の
存
在
に
戚
制
服
す
べ
き
は
自
然
の

政
な
る
を
以
て
必
然
、
地
上
に
桜
息
ず
る
動
物
が
逸
早
く
地
震
を
戚
ヂ
る
が
如
く
、
人
祉
の
桜
紙

ー
し
常
に
接
鮒
を
保
つ
ぺ
を
番
街
の
純
一
に
、
一
枇
舎
の
最
唱
滋
歩
せ
る
部
分
の
俄
殿
、
綴
問
、
不
櫛
等
の

影
の
、
他
に
先
だ
っ
て
、
現
は
れ
来
る
は
、
何
一
ぞ
粧
む
に
足
ら
む
。

掛
の
如
き
誠
司
術
ζ

リ
セ
世
上
の
味

者
が
、
不
健
全
若
く
は
危
険
な
る
が
℃
の
と
し
て
、
排
け
ん
と
試
ひ
る
唱
の
な
れ
。

奇
人
、
い
わ
で
、
斯

が
る
短
見
に
聴
く
を
得
ん
や
。

あ
ち
ゆ
る
改
革
事
業
は
、
そ
の
資
行
の
計
惑
の
成
る
に
先
だ
も
、
先
づ
、
個
人
の
胸
仰
は
に
w
y
恕
汁

p
り
る
h

を
常
と
す
。

抑
制
し
含
芯
恕
、
新
し
を
慾
歩
の
企
漫
が
、
察
知
ゅ
の
世
界
、
邸
弘
、
藤
術
界
ょ
ん
r

し

て
生
れ
来
る
と
と
あ
る
は
、
会
く
之
が
殺
な
ら
歩
か
ー

3
tれ
ば
、
五
日
人
に
、
悲
し
、
携
の
窓
必
の
白
山

の
容
る

3
る
L

無
く
、
山
ハ
品
怨
表
現
の
治
会
く
娘
一
が
る
h

に
笠
ら
ん
わ
、
世
還
は
決
し
て
進
捗
す
る

慰
想
の
世
界
に
於
て
は
飽
ぐ
ま
で
窓
怒
の
跳
梁
を
終
る
3
w
d
る
べ
か

と
と
あ
る
べ
か
ら
歩
。

ち
も
d

る
な
I

り。

然
る
に
、
現
代
交
皐
の
非
難
者
の
多
く
は
、
既
に
過
ぎ
会
1
9
大
る
時
代
の
中
正
の

魁
味
及
び
道
念
を
尺
皮
と
し
、
以
て
現
代
交
感
歩
合
批
剣
せ
ん
と
す
る
が
如
し
。

難
い
か
な
、
そ
の

官
般
に
中
る
を
期
せ
ん
は
。

成
以
叉
業
れ
等
の
人
々
の
規
矩
と
す
る
所
は
九
回
対
庄
の
現
代
的
山
中
‘， 

g 

荘
一
の
艇
味
及
滋
念
な
よ
リ

ιず
る
宅
、
倫
一
、
い
か
ん
ぞ
、
之
を
以
て
、
来
る
べ
き
時
代
の
影
を
映

3
ん
と

ず
る
慈
術
中
の
部
分
を
ば
、
会
蕊
ー
に
批
剣
し
得
ぺ
け
ん
や
。

凡
そ
、
一
時
代
の
惑
術
に
は
、
二
一
階
級
あ
ト
り
。

そ
の
第
一
は
、
そ
の
時
代
に
後
れ
大
る
人
々
に
鈎

ず
る
も
の
、
そ
の
第
二
は
、
そ
の
時
代
相
官
の
人
々
に
封
ず
る
も
の
、
そ
の
第
三
は
、
信
そ
の
他
柑
代
を

越
え
て
進
ま
ん
と
す
る
人
々
に
濁
す
る
も
の
、
邸
も
是
な

J
9
0

而
し
て
、
第
一
及
び
第
二
の
横
綴

の
蕃
術
が
、
最
も
演
く
恐
衆
に
訴
ふ
る
活
の
な
る
そ
以
て
、
吾
人
は
、
斯
の
如
包
装
術
を
有
せ
ば
、
第

い
一
一
種
り
婆
術
宮
有
ず
る
必
袈
瓦
に
鉱
山
わ
る
べ
き
唱
の
な
ち
ん
と
嶋
ふ
る
!
の
緑
色
に
し
?
の

ち
含
ゐ
べ
し
と
雌
弘
、
五
日
人
に
し
て
、
若
し
、
第
三
種
の
蕃
術
の
製
作
に
カ
を
注
令
所
あ
る
に
非
含

}降 、 _" C.t '" ，，~_ -_.唱。・、唱喝 ー、， ム".・..... d...・， .' ー 一一一

‘ ‘  

れ
ば
、
決
し
て
、
第
一
及
第
二
種
の
作
物
に
於
て
も
、
見
る
に
足
る
ぺ
台
、
る
の
を
得
る
乙
と
能
以
念

る
な
t
り
。
諸
般
の
制
度
を
革
新
す
ぺ
を
除
機
に
際
せ
る
邦
闘
に
あ
よ
ツ
て
は
¥
そ
の
図
の
知
識
を

代
表
せ
る
人
々
は
、
惑
術
作
家
と
し
て
号
、
叉
、
鋭
賞
者
と
じ
て
弘
、
悉
く
、
第
一
一
一
瞬
の
慈
術
の
領
域
仁

印
也
、
期
の
如
く
ド
し
て
、
一
品
目
人
は
、
先
づ
、
カ
あ
る
蕃
術
の
根
抵
を
握
L
リ、

突
入
す
る
を
、
自
然
と
す
。

‘
真
に
繰
っ
て
、
演
を
世
上
の
要
求
を
充
北
ず
ぺ
色
濃
術
を
産
む
の
索
地
を
作
〈J

る
の
限
序
仁
出

γ

印
し
て
、
我
郊
に
於
て
は
、
現
代
の
新
装
術
は
・
、
他
の
一
般
的
審
術
に
濁
し
て

づ
る
を
五
常
と
す
。
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2占

機
関
車
の
用
を
潟
ず
ー
も
の
な

b
。

機
関
寧
に
↓
て
強
か
ち
ん
y
ん
ば
ー
い
か
で
、
…
般
事
輔
の
迩
鰍
何

年
少
の
人
士
、
却
も
新
知
識
紙
光
明
に
般
債
ナ
る
人
々
が
、
期
の
如
さ
機
関
車

を
期
し
得
ん
や
。

の
完
成
に
熱
中
す
る
は
-
決
し
て
、
奇
怪
な
る
現
象
仁
は
あ
ら
な
る
べ
し
。

わ
が
郊
の
'
加
を
、
極
め
て
念
越
な
る
匙
歩
を
潟

3
合
る
べ

か
ら
診
る
邦
に
ゐ
t

り
て
は
、
大
抵
、
十

年
を
以
て

一
代
を
書•• 
ナ
ベ
を
場
合
少
な
か
ら
含
る
の
み
な
ら
歩
、
品
し
を
は
、
五
年
を
以
て

代

を
輩
、
ず
べ
き
乙
と
ず
ら
あ
ん
ノ
。

雨
戸
港
、
わ
が
邦
仁
於
て
鵡
ふ
仁
足
る
ぺ
さ
の
校
擦
を
有
せ
な

b
し
蕃
術
特
に
交
感
に
あ
F

り
て
は
、
僅
少
の
年
月
の
差
が
、
そ
の
思
想
及
ぴ
技
巧
の
上
に
甚
大
の

差
治
を
鷲
ら
す
を
常
と
す
。

ωも
、
二
十
年
以
前
の
人
々
が
、
審
術
上
に
人
間
の
不
徳
を
捕
を
た

る
わ
wm
A
A
7
ζ

、
現
代
の
人
々
が
、
同
様
の
事
件
を
描
く
か
別
分
と
は
、
そ
の
法
圧
に
狩
壌
と
甘
い

ふ
べ
し
。

現

代

の
人
々
は
、
極
め
て
兵
銀
な
る
道
念
に
基
づ
を
て
、
所
濁
ふ
不
潔
、
所
謂
る
不
能
会
な
る
忠
知
山

を
宅
取
I

り
扱
ふ
に
至
1

リ
北
る
な
J

り。

術
且
、
現
代
の
文
皐
が
、
専
色
、
煩
瀦
な
る
事
件
、
卒
凡
な
る
人

物
を
取
t

り
扱
ふ
が
如
を
は
、
会
く
新
思
想
の
議
現
に
基
づ
く
と
と
ろ
、
吾
人
が
ど
の
生
仁
於
け
る

立
脚
鮪
を
明
に
せ
る
唱
の
な

ιJO
印
也
、
ζ

の
生
を
ば
凡
て
意
義
あ
る

g
?と
凡
ん
と
す
る
努

カ
の
結
果
に
他
ー
な
ら
も
d

る
な
t
ク。

:(，;・ベ入~!.'
与 ιー，.γ材'({U't'かい‘，

:・，:ゴJ遥'.....~. 

也、

奇
蹟
の
世
は
過
ぎ
れ
ι
よ
ツ
。

か
酬
の
‘
生
下
、
何
等
か
の
意
義
を
見
出
す
に
非
歩
ん
間
五
日
人
生
存
A
W
一
枚
操
鳴
呼
何
彪
に
か

英
雄
の
時
代
は
去
れ
よ
リ
。

泣
け
ト
人
に
し
て
、
悲
し
、
之
の
卒
凡
の
世
、
俗

乙
れ
を

、‘斗‘ 

‘ 

求
め
ん
。
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